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解の公式を導く 〔発展〕 
 

二次方程式 02 =++ cbxax の解の公式は、
a

acbbx
2

42 −±−
= である。 

 

解の公式は、二次方程式 02 =++ cbxax  を平方完成することによって導くことができま

す。下の手順で考えてみよう。 

 

まず、 cを右辺に移項する。 cbxax −=+2  

次に、両辺を aでわる =+ x
a
bx 2  

両辺に

2

2
⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛
a
b

を加える =⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛++

2
2

2a
bx

a
bx  

左辺を平方の形にし、右辺を通分し簡単にする 

 2

2

42 aa
bx =⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ +  

平方根の考え方から 
aa

bx
22

=+  

最後に、
a
b
2

を移項すると 
a

b
x

2
±−

=  

 

〔例〕 052 2 =−+ xx  を解の公式を利用して解きなさい。 

解の公式 
a

acbbx
2

42 −±−
=  に =a     、 =b     、 =c     を代入すると 

 
±

=
+±

=
×

××−±
=

2
)(4)( 2

x  

 

参考…二次方程式の xの係数が偶数のとき、すなわち 022 =++ cbxax のとき解の公式に

代入した後、必ず約分できます。余裕がある人は、次の公式も活用してみましょう。 

 

二次方程式 022 =++ cbxax の解の公式は、
a

acbbx −±−
=

2

である。 
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解の公式を利用して解く 〔１〕 

 

〔例〕 035 2 =−+ xx  を解の公式を利用して解きなさい。 

 

 解の公式 
a

acbbx
2

42 −±−
=  に 5=a 、 1=b 、 3−=c を代入すると 

 
10
611

10
6011

52
)3(5411 2 ±−

=
+±−

=
×

−××−±−
=x  

 
【１】 次の２次方程式を、解の公式を利用して解きなさい。 

 

① 0132 =−+ xx  ② 0352 =++ xx  

 

 

 

 

 

 

③ 0372 =++ xx  ④ 0132 =−+ xx  

 

 

 

 

 

 

⑤ 053 2 =−− xx  ⑥ 0155 2 =−− xx  

 

 

 

 

 

 

⑦ 0274 2 =++ xx  ⑧ 236 2 =+ xx  
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解の公式を利用して解く 〔約分〕 

 

〔例〕 342 2 =+ xx  を解の公式を利用して解きなさい。 

 

〔解〕 まずすべての項を左辺に移項して 0342 2 =−+ xx  

 解の公式 
a

acbbx
2

42 −±−
=  に 2=a 、 4=b 、 3−=c を代入すると 

 
2
102

4
1024

4
404

22
)3(2444 2 ±−

=
±−

=
±−

=
×

−××−±−
=x  

 
【２】 次の２次方程式を、解の公式を利用して解きなさい。（約分できるものもあります。） 

 

① 0852 =−− xx  ② 0452 2 =−− xx  

 

 

 

 

 

 

③ 042 2 =−+ xx  ④ 0593 2 =+− xx  

 

 

 

 

 

 

⑤ 0262 =+− xx  ⑥ 0423 2 =−+ xx  

 

 

 

 

 

 

⑦ 592 2 −= xx  ⑧ xx 313 2 =−  
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【３】 次の２次方程式を、解の公式を利用して解きなさい。 

 

① 0582 =+− xx  ② 07102 =++ xx  

 

 

 

 

 

③ 0342 =−+ xx  ④ 0642 =−− xx  

 

 

 

 

 

⑤ 0582 =++ xx  ⑥ 12122 =− xx  

 

 

 

 

 

 

⑦ 0245 2 =−− xx  ⑧ xx 412 2 =+  

 

 

 

 

 

 

⑨ )2(82 += xx  ⑩ 9)6(2 −=+xx  

 

 
 

 

 

 

⑪ 0
6
1

2
1 2 =−+ xx  ⑫ 

3
2

2
1 2 =+ xx  
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解の公式を利用して解く 〔２〕 

 

xx 522 2 =+  を解の公式を利用して解きなさい。 

 

 まず、すべての項を左辺に移項して 0252 2 =+− xx  

 解の公式 
a

acbbx
2

42 −±−
=  に 2=a 、 5−=b 、 2=c を代入すると 

 
2
1,2

4
35

4
95

22
224)5()5( 2

=
±

=
±

=
×

××−−±−−
=x  

 
【４】 次の２次方程式を、解の公式を利用して解きなさい。 

 

① 012 2 =−+ xx  ② 0325 2 =−+ xx  

 

 

 

 

 

 

③ 0594 2 =+− xx  ④ 03107 2 =+− xx  

 

 

 

 

 

 

⑤ 0253 2 =−− xx  ⑥ 09124 2 =++ xx  

 

 

 

 

 

 

⑦ 05112 2 =++ xx  ⑧ 023 2 =−− xx  
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【５】 次の２次方程式を、解の公式を利用して解きなさい。 

① 0103 2 =−− xx  ② 0384 2 =+− xx  

 

 

 

 

 

 

③ 0376 2 =−+ xx  ④ 0594 2 =++ xx  

 

 

 

 

 

 

⑤ 0372 2 =+− xx  ⑥ 03148 2 =++ xx  

 

 

 

 

 

 

⑦ 273 2 −=− xx  ⑧ xx 726 2 =+  

 

 

 

 

 

 

⑨ 294 2 −−= xx  ⑩ 0276 2 =+− xx  

 

 

 

 

 

 

⑪ 062 2 =−+ xx  ⑫ 0154 2 =+− xx  
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